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序

　日本海側の地域には冬季、大量の降雪がもたらされる。これは、熱と水蒸気を

取り込みながら日本海上を渡ってくるシベリア寒気団からの寒気吹き出し（季節

風）によるものである。国土の約半分を占める豪雪地帯に住む2000万以上の人々

にとって交通路確保、屋根雪除去等の雪対策は、冬季の大きな負担となっている。

この負担を軽減するために、降雪の短時間予報の改善や降雪被害の緩和のための

降雪の人工調節技術の確立が望まれているが、そのためにはこれらの雪雲の降水

機構の理解が必須である。

　1960年代に気象研究所が中心となって実施した北陸豪雪の特別観測に代表され

るように、目本海降雪雲に関する総観スケール・メソスケールの研究は数多くな

されてきたが、マイクロスケール・メソスケール現象に焦点を当て雲物理学的立

場から降雪機構を調べた研究はそれまでさほど多くない。また、降雪（降水）調

節に関しても、諸外国や我が国においても研究が進められてきたが、実際の日本

海降雪雲の調節可能性に関する技術的見通しはまだ得られていない。

　気象研究所では、防災科学技術研究所・土木研究所・北海道大学・名古屋大学・

秋田大学などと共同で、1988年度から1992年度まで科学技術振興調整費「降積雪

対策技術の高度化に関する研究」の副課題として「降雪機構の解明と降雪雲調節

の可能性に関する基礎的研究」実施した。複数のドップラーレーダ、特殊ゾンデ

や研究観測用航空機等を組み合わせた総合観測から、これまで不明であった雲の

中の気流の3次元構造や氷晶や過冷却雲水の分布を明らかにし、降雪機構の解明

を進めた。数値モデルを用いた研究では、雲物理過程を陽に含む各種モデルが開

発され、降雪機構の解明が進められ、降雪雲の人工調節に関するシミュレーショ

ンも実施された。

　本報告書はこの5年間のプロジェクトの成果を中心にまとめたものである。プ

ロジェクト終了から10年以上が経過した現在でも、プロジェクトで取得された豊

富なデータの解析から新しい知見が得られている。このプロジェクトは、各種の

観測を同期させてマイクロスケールからメソスケールの現象を対象に目本海降雪

雲を調べた総合的研究としては初めてのものであり、目本海降雪雲の解明に資す



る最新の成果を数多く収めた。個々の研究成果についてはすでに気象学会等で発

表済みのものもあるが、今後の研究の一助となることを願い、これまでの成果を

まとめて印刷することとした。

　気象研究所ではその後、降雪予測の精度向上などを目標とした戦略的基礎研究

「メソ対流系の構造と発生・発達のメカニズム解明の研究」や、首都圏の水資源

確保の可能性を探る「山岳性降雪雲の人工調節に関する研究」　（利根川ダム統合

管理事務所との共同研究）の中でも降雪に関する研究が進められており、これら

の成果と併せて雪雲の総合的理解を深めるのに貢献できれば幸いである。

平成17年4月

物理気象研究部長 林　則雄
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